
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 水利工学研究領域 沿岸域水理担当 

排水路が整備された農地の氾濫解析モデル 

 洪水，高潮，津波などの浸水被害では，地区内の水路網
が浸水域の拡大および排水に影響を及ぼします。 

 排水地区の機能診断には排水施設の機能を適切に評価
する必要があります。 

研究のポイント 

 水路と氾濫域を分けることにより，GISを用いた
データの作成，表示が容易にできます（図２） 。  

研究の背景 
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結果の概要 

図３ 高潮浸水域の時間変化 

図２ GISを用いたデータ作成の例 
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 本モデルの特徴は，氾濫域を２次元平面流，水路
網を１次元不定流でモデル化（図１）し，両者を結
合させていることです。 

 水路流れを氾濫域とは別にモデル化することで，
幅の狭い水路でも容易にモデルに組み込むことが
できます。 

 1999年18号台風における八代海の高潮災害時の
氾濫過程を再現しました。 

河口低平農地の防災対策を検討するため，排水路網の影響を再現するシミュレーションモデル
を開発しました。本モデルで八代海の高潮を再現し，高潮の氾濫過程を明らかにしました。 

図1 開発したモデルの概要 

 水路と氾濫域を分けたモデ
ルにより，水路を遡上して広
がる氾濫過程が再現できま
した（図３）。 

 本解析では，入手が容易な
反面 ， 標高精度が低い
50mDEMデータを用いており，
氾濫域を過大評価する傾向
にありました。 

 レーザープロファイラデータ
などの，より詳細な標高デー
タを用いることで，氾濫域を
正確に再現できます。 


